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第１章業務概要

１-１ 業務概要

業務名称：松が枝地区の整備に関する PPP/PFI 導入可能性調査業務委託
履行場所：長崎市 松が枝町ほか
履行期間：自：令和 3 年 8 月 24 日

至：令和 4 年 3 月 25 日
発 注 者：長崎県 土木部 都市政策課
     
受 託 者：大日本コンサルタント株式会社 九州支社 長崎営業所
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１-２ 業務内容

<整備方針の整理>             
1 現状及び課題の整理      １式

<土地利用計画（案）の整理>             
2 導入機能の検討       １式
3 実現性の検討（1 次サウンディング）    １式
4 土地利用計画（案）の整理       １式

<交通結節機能の整理>            
5 交通結節機能の検討          １式
6 交通分担計画の概略検討 １式
7 交通施設・交差点の検討  １式

<事業手法の検討>                        
8 事業手法の検討           １式

<導入可能性の評価>             
9 クルーズ船の将来寄港需要調査     １式
10 事業収支シミュレーション、運営権対価（または、VFM）検討 １式
11 2 次サウンディング           １式
12 導入可能性評価、基本スキーム等の整理       １式
13 官民業務分担・事業リスク分担の検討     １式

<報告書作成>                          
14 報告書作成（電子データ含む）               １式
<打合せ>                            
15 打合せ                         １式



１-3

１-３ 業務の目的

長崎港松が枝地区は、長崎市中心部より南側約２ｋｍに位置し、クルーズ船岸壁や旅客タ
ーミナルが立地しており、海の国際玄関口となっている。近年のクルーズ船の大型化、寄港
需要の増加に対応するため、松が枝岸壁２バース化事業（以下、２バース化）に取組んでい
るところであるが、クルーズによる効果を周辺地域に波及させるとともに、クルーズ以外の
観光活性化や地域の生活利便性向上を図るために、事業隣接地と一体となったまちづくり
が必要である。

本業務では、２バース化に伴い、新たな国際旅客ターミナルと背後の都市機能施設を一体
的な建設・運営とした場合について、地域活性化等の効果を最大化するためのＰＰＰ／ＰＦ
Ｉの導入可能性を検討するものである。また、タクシーや路線バス等の複合交通施設等の整
備による交通結節機能の検討も併せて行うものである。

１-４ 業務対象地域

業務箇所及び対象施設は、以下に示す施設とする（図 1-1 業務対象位置参照）。

・港湾施設（国際旅客ターミナル、緑地及び駐車場等）           約２．２ha
・都市機能施設（交通結節機能、観光・交流機能、地域の都市機能等）  約１．８ha
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図 １-１ 業務対象位置

業務箇所
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１-５ 業務フロー

本業務は、以下のフローに基づき実施した。

図 １-２ 業務フロー
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第２章整備方針の整理
２-１ 地区周辺の生活面のニーズ、課題把握

（１）地元自治会等からの意見（県・市調査）
これまで、本事業に関連する地区の自治会長及び青年会会長らと長崎県・長崎市を交えた

意見交換会を２回実施している。
第 1回松が枝埠頭に関する意見交換会

第１回意見交換会に基づき、事務局（長崎県及び長崎市）で今後の方針として４点を作
成している。
①第１回松が枝埠頭に関する意見交換会 振り返り（事務局作成）

No. 意見 今後の方針
1 【クルーズ観光客マナーについて】

•横断歩道の信号を無視する
•ゴミを捨てる

•旅行会社との調整（注意をしてもらうよう
要請、マナーアップ研修）
•行政としても清掃活動を行う

2 【観光の在り方について】
•経済波及効果というが市外の免税

店に行っている
•山手との接続を意識して欲しい

•船会社によるとクルーズ客から免税店に行
くのは面白くないという苦情も出ている状
況、日本（長崎）でしか体験できないものを
促進していきたい
•山手や市街地への観光を促進していきたい
•山手の居留地歴史まちづくり協議会と連携

しながら山手への接続及び賑わいの創出を
促進していきたい

3 【地域の交通渋滞について】
•ガスト前の左折ができず、渋滞が

発生する
•路面電車を地域住民が利用できな

い

•水辺の森公園の駐車場は暫定措置のもので
あり２バースの整備に伴い松が枝埠頭に駐
車場を整備するよう検討している。
•また今後は観光の在り方を変えていくこと

で、大型観光バスによるツアーは少なくな
る見通しであり、路面電車以外の公共交通
機関の検討（周遊バス、ピストンバス）をし
ていくなどして交通対策をしていきたい

4 【港湾施設の整備について】
•水辺の森公園のような地域に親し

みがあり、住民も利用できる施設
の整備を進めて欲しい
•まずは行政側の整備計画案を示し

て欲しい

•緑地も整備する計画であり、地域住民も利
用できるような整備を進めていきたい
•次回の意見交換会では行政が示した案を基

に話をしていきたい
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第 2回松が枝埠頭に関する意見交換会

第２回の意見交換会では、港湾機能の配置計画（案）等を提示し、意見聴収を行っている。
意見交換会における意見を分類ごとに整理した。

①第２回松が枝埠頭に関する意見交換会 意見整理
No. 意見

分類 検討が必要 別途検討が必要
1 観光 •住民と観光客の隔たりがない空間形

成
•日本の文化や風土を感じられる交流

の場や体験型の観光ができる仕組み
•地域との親しみが感じられる整備

•天主堂やグラバー園だけで
なく、他の歴史的な建造物を
活かした観光エリア
•歩いて散策できる滞在型の

観光エリア
•リピーターの観光客が生ま

れるような取り組み
2 既存施設 •既存の第１・第２ターミナル

の今後の活用の検討
•常盤南駐車場の今後の活用

の検討
3 交通 •二次交通へのアクセスは雨に濡れな

いような整備
•路線バスとローカルバスの

仕組みをつくり、乗り換え拠
点を松が枝に形成
•周辺の道路整備（渋滞対策）

4 地元説明 •どこかで地元に説明が必要
5 土地利用 •官公庁を移設する検討
6 防災 •地域住民が避難できるような施設、仕

組み
•クルーズ観光客の避難所の検討

7 歴史 •歴史的価値を残しながら整備（歴史的
遺産、日本最初の築地）
•歴史がある地域であることを発信

8 路面電車 •路面電車の延伸 •メディカルセンター～出島
間の直通路線
•延伸しても、石橋路線を残す

ことは前提



２-3

No. 意見
分類 検討が必要 ・ 別途検討が必要

9 施設
・

空間

•地域の生活の一部が観光資源となる
もの（魚市場など）
•地元住民の集う場所
•市民が買い物できる施設
•交流の場として有効活用できる空間

•
10 連携

（組織）
•国・県・市が連携して整備

11 連携（周
辺地域、
長崎市中
心部）

•南山手への接続の検討
•「港湾」「隣接地」「背後地」の連携
•山手の歴史的建造物との調和を考慮

しながら連携

•水辺の森公園と連携を図っ
て駐車場を効率的に運用
•
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２-２ 周辺地区・長崎市中心部との連携

松が枝地区と周辺地区（東山手・南山手地区）及び長崎市中心部の連携の検討にあたり、
現状の人流の動向を通じて、地区のつながりを分析した。

設定したエリアについては以下の通りである。
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各地区に 15 分以上滞在した人の居住地を集計・分析した。松が枝地区の来訪者は、96％
が長崎市又は長崎県内からの来訪である。南山手地区は県外からの来訪が多く、2 割以上
を占める。その他、長崎駅周辺は長崎市及び長崎県外からの来訪が多い（県外 11.7％、市
外 22.5％）。

【15分以上滞在者の居住地分析】

❶松が枝地区
（本事業対象地区）

➋常盤地区
（水辺の森公園）

➌東山手地区
（東山手伝統的
建造物群保存地区）

215,604人
(590人/日)

470,229人
(1,288人/日)

552,241人
(1,512人/日)

長崎市
83.9％

時津町
3.3%

長与町
2.5%

雲仙市
2.0%

諫早市
1.4%

その他長崎県
3.0%

その他福岡県
1.1%

その他県外
2.9%

長崎市
78.8%長与町

4.4%

諫早市
3.9%

大村市
1.5%

その他長崎県
4.3%

その他福岡県
3.0%

その他県外
4.1%

長崎市
86.6%

諫早市
4.6%

長与町
3.3%

時津町
0.7%

佐世保市
0.4%

大村市
0.4% その他長崎県

0.4%

その他福岡県
0.9%その他県外

2.6%
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出典：KDDI Location Analyzer
（集計期間：2021.3.1～2022.2.28

滞在時間；15 分以上）

❹南山手地区
（南山手伝統的
建造物群保存地区）

❺浜町周辺地区

❻長崎駅周辺地区

769,779人
(2,108人/日)

7,291,854人
(199,77人/日)

3,473,086人
(9,515人/日)

長崎市
71.3%

諫早市
2.6%長与町

1.5%

時津町
1.0%

佐世保市
0.6%

その他長崎県
1.7%

その他福岡県
4.5%

その他県外
16.8%

長崎市
88.2%

長与町
2.4%

諫早市
2.2%

時津町
1.2%

大村市
0.7%

その他長崎県
1.6%

その他福岡県
1.3%

その他県外
2.4%

長崎市
65.8%諫早市

7.3%
長与町
6.4%

大村市
2.4%

時津町
1.9%

その他長崎県
4.5%

その他福岡県
4.1%

その他県外
7.6%
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松が枝地区と周辺地区（南山手地区及び東山手地区）間の流動特性を分析した。
松が枝地区と南山手地区間の流動は、全滞在者の 3.9％程度が同日に両地区で滞在して

おり、地区間のつながりが強いことがわかる。一方で、松が枝地区と東山手地区間の流動
はほとんどない。東山手地区のみ他の２地区から離れていることが、主要因であると考え
られる。

図 ２-１ 松が枝地区と周辺地区の流動特性
出典：KDDI Location Analyzer

（集計期間：2021.3.1～2022.2.28
滞在時間；15 分以上）
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松が枝地区と長崎市中心部（浜町周辺地区及び長崎駅周辺地区）間の流動特性を分析した。
長崎駅周辺地区と浜町周辺地区間の流動は多いが、松が枝地区との流動はほとんどみら

れない。要因として、長崎市の市民の足である路面電車は、長崎駅前と観光通（浜町）は乗
り換えなしで接続しているが、松が枝地区方向へは、乗り換えが必要となる。また、松が枝
地区は最寄りの停留所から 300～500ｍ程度離れていることなどが考えられる。

図 ２-２ 松が枝地区と長崎市中心部の流動特性
出典：KDDI Location Analyzer

（集計期間：2021.3.1～2022.2.28
滞在時間；15 分以上）



２-10

長崎市中心部の自動車及び徒歩の交通量を以下に示す。自動車は、国道 202 号、国道
499 号に交通が集中している。徒歩は、長崎駅周辺及び浜町周辺の交通が多い。

図 ２-３ 長崎市中心部の流動特性（上：自動車/下：徒歩）
出典：KDDI Location Analyzer

（集計期間：2021.3.1～2022.2.28
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第３章土地利用計画（案）の整理

３-１ 導入機能の検討

（１）過年度計画のレビュー
長崎港港湾機能施設整備工事（設計業務委託）報告書を抜粋する。

１）交通施設の必要規模
ターミナルに付随する交通施設の必要規模は、現状のクルーズ客の二次交通分担率から

設定している。二次交通分担率は、中国船の分担率が他国と大きく異なるが、将来的には個
人移動のニーズが高まり、他国の分担率に近似していくとの想定で設定している。
発生集中交通量（人）は、16万トン級クルーズ客の最大規模であるスペクトラム・オブ・

ザ・シーズの乗客定員（5,602 人）から設定している。
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２）必要機能及び規模の検討一覧
ターミナル機能における必要機能及び規模は、既存ターミナル、他港のターミナル、CIQ

関係者ヒアリング結果等から設定している。
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３）ターミナル施設概略設計
CIQ関係者ヒアリング結果等からターミナル施設内の概略設計を行っている。
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４）港湾用地平面計画図（案）
交通施設の必要規模及び路面電車の延伸・引き込み位置の比較検討結果等から、港湾用地

平面計画図（案）を作成している。
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（２）関係者ヒアリング（ＣＩＱ関係者、船舶代理店、その他）
クルーズ船の諸手続きを実施している船舶代理店や、ターミナル利用が想定される CIQ

関係者、交通事業者等に対して、過年度の検討結果等に関するヒアリング実施した。
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（３）導入機能・必要規模・配置等の検討
１）レイアウト等に関するヒアリング結果整理
関係者ヒアリングにおいて聴収したレイアウト等に関する意見・要望等を整理した。
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２）導入機能・必要規模・配置等の見直し
①導入機能とその必要規模・配置等の検討
ヒアリング結果に基づき、導入機能とその必要規模・配置等の見直しを行った。なお、２

階建てと３階建てで検討した。
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i 2 階建て
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ii ３階建て
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②ターミナル施設概略設計の見直し
CIQ 関係者等へのヒアリングを踏まえ、ターミナル施設概略設計（レイアウト）の見直

しを行い、一般図及び乗下船パターン別利用者動線図を作成した。なお、乗下船パターンは、
港湾課提供資料「長崎港におけるクルーズ船の乗下船パターン」（下記）に基づき作成した。
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出典：長崎県港湾課作成

ターミナル施設概略設計（レイアウト）の一般図を次に示す。
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i ２階建て
a 一般図
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ii ３階建て
a 一般図
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